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公式 Facebook 公式 Instagram

T A C H I B A N A の今を発信！

　常葉大学・短期大学部の教員による模擬授業、附属高校
生のためのオープンキャンパスなど、内部進学が有利な
附属高校への注目がますます高まっています。

常葉大学への
進学者数 県内No.1

　ICT教育推進

学習動画やWebドリル等
ポートフォリオ機能で取り組みを記録
欠席等の連絡や学校からのお知らせの閲覧　など～生徒・保護者と学校を結ぶ～

コロナ禍でもオンライン同時双方向授業や
全校集会、説明会などを実施。Webex Meetings

（ビデオ会議サービス）

生徒の自主性を伸ばし、家庭学習をサポート。

高等学校では新入生全員がiPadを所持。中学校では全員にiPadを無償貸与。
様々な場面で活用しています。

総合芸術コース

  TPRプロジェクト
Tachibana Pioneer for the Region Project の略。
　総合進学コースの生徒を対象とした、「地域」に関
心を持ち、自分は何をすることができるのかを考える
ことを通して、静岡の将来や自分の将来を見つめる
ことを目的とした活動。

  はばたき学習
習熟度に合わせた4 つのグループをつくり、それぞれのグルー

プに合った課題に取り組むことで、学力向上を目指します。各グ
ループに教員がつき、個人面談や苦手分野の復習、応用問題へ
の取り組みもできるので、学習への意欲が高まります。

  体験活動×SDGs
　人間力を高める体験活動。学校で取り
組んでいる SDGs を職場体験で学んだ
ことと絡めてプレゼンテーションを実施。

  エンパワーメントプログラム
　留学生とのグループ活動やディスカッ
ションを通して、新しい価値観を養い、
異文化を学ぶ取り組み。

地域と連携した
新しい取り組み
地域と連携した
新しい取り組み

生徒も教師も
1人1台端末へ
生徒も教師も
1人1台端末へ

附属高校入試合格率

95.4％
附属高校入試合格率

95.4％
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　本校は平成29年4月から常葉大学附属橘中学校･高等学校に校名を変更し、常葉大学との連携をより一層
深めています。平成29年度に耐震設備が整った新校舎、平成30年度には人工芝のグラウンドも完成。
全教室にWi-Fi環境も整備され、コロナ禍においてオンライン同時双方向授業を実施しました。

　国公立大学や難関私大への合格を目指した英数科や、総合進学
コース、吹奏楽・美術の総合芸術コースからなる普通科など、生徒
一人ひとりの進路希望に対応しています。また、豊富な授業時間
数を確保し、問題解決能力やコミュニケーション能力を育ててい
ます。大学入学共通テストに対応する授業も実施しています。

高等学校

橘のすべての学びの
よりどころとなります。

朝 草薙発
7：10～　（計 4 台）

帰 下校時刻に
よって調整　（計 4 台）

運行計画

　中高６年間を見据えての教育プログラムや人間性をはぐくむ学
校行事を用意。「同じ夢を持つ生徒たちと共に学び、競う」ことに
よって進路実現に向けて切磋琢磨できる環境を整えています。英
語・数学については習熟度別の授業を実施しています。また人間性
を高める「７つの習慣Ｊ」や「橘よのなか科」など、正解が一つと
はいえない課題に取り組む授業も行っています。

中学校

スクールバス運行
令和4年4月スタート！
スクールバス運行
令和4年4月スタート！

学校体系図
（グランドデザイン）
令和4年度策定

特集　橘中・高の新しい学び
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常葉大学　浜松キャンパス

常葉大学・大学院・短期大学部
静岡草薙キャンパス

常葉大学・短期大学部
静岡瀬名キャンパス

常葉大学　静岡水落キャンパス

橘高校

たちばな幼稚園

とこは幼稚園

常葉中学

菊川中学・高校

橘中学

令和３年度
卒業式
卒園式
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橘小学校

菊川中学

菊川高校

常葉高校

とこは幼稚園

たちばな幼稚園

常葉中学・高校橘中学・高校

常葉大学・大学院・短期大学部
静岡草薙・瀬名・水落・浜松キャンパス

橘小学校

令和４年度
入学式
入園式
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常葉大学
　

３
月
３
日
に
葵
区
オ
ク
シ
ズ
人
口
減
少

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
葵
区M

ove T
o 

O
kushizu

」
の
令
和
３
年
度
活
動
報
告
会

が
静
岡
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学

経
営
学
部
の
山
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
情
報
学
ゼ

ミ
）
所
属
の
矢
崎
理
子
さ
ん
（
４
年
）、
稲

垣
涼
佳
さ
ん
（
４
年
）、
金
指
光
希
さ
ん
（
４

年
）
が
活
動
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

情
報
学
ゼ
ミ
は
、
静
岡
市
葵
区
役
所
地
域

総
務
課
と
連
携
し
、
オ
ク
シ
ズ
の
魅
力
や
移

住
情
報
を
紹
介
す
る
た
め
の
移
住
マ
ッ
プ
作

成
と
、
Y
o
u
T
u
b
e
「
あ
お
い
く
ん　

ち
ゃ
ん
ね
る
」
の
動
画
制
作
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。（
本
活
動
は
、
令
和
３
年
度
し
ず

お
か
中
部
連
携
中
枢
都
市
圏
地
域
課
題
解
決

事
業
「
人
口
減
少
が
続
く
中
山
間
地
の
移
住

者
増
加
策
の
検
討
」
の
助
成
採
択
を
受
け
た

も
の
で
す
）

　

令
和
３
年
度
、
韓
国
水
原
市
の
大
学
生
お
よ
び
慶
星
大
学
（
釜
山
）・

漢
陽
女
子
大
学
（
ソ
ウ
ル
）
の
学
生
と
常
葉
大
学
の
学
生
に
よ
る
日

韓
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

水
原
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
で
は
、
日
韓
共
通
の
課
題

や
テ
ー
マ
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

慶
星
大
学
・
漢
陽
女
子
大
学
と

の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
」

で
は
、
週
１
回
日
本
語
の
み
、
韓
国

語
の
み
の
会
話
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

実
施
し
、参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
も
友
達
が
で
き
、
韓
国
を

学
ぶ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
っ

た
」「
出
会
え
た
メ
ン
バ
ー
と
の
縁
を

大
切
に
し
て
今
後
も
韓
国
語
学
習
に

励
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
外
国
語
学

習
へ
の
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　

教
育
学
部
生
涯
学
習
学
科
４
年 

山
下
功
記
さ
ん
が
、
静
岡
県
熱
海

警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
、
令
和
３
年
７
月
３
日
に
熱
海
市
伊
豆
山
で
発
生
し

た
大
規
模
土
石
流
現
場
に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
技
術
を
駆
使
し
た
広

範
囲
な
現
場
撮
影
と
立
体
図
化
に
よ
る
災
害
警
備
活
動
の
円
滑
化
と
、

被
災
地
域
の

防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動

に
多
大
な
貢

献
を
し
ま
し

た
。
発
生
か

ら
延
べ
７
回

に
わ
た
り
現

地
入
り
し
、

復
旧
・
防
犯

活
動
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　

杉
山
弥
鈴
さ
ん
は｢

生
理｣

を
社
会
全
体
で
考
え
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
造
形
学
部
４
年
次
の
卒

業
制
作
の
作
品
（
指
導
教
員
：
村
井
貴
）
と
し
て
、

生
理
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の

で
き
る
冊
子
を
医
師
な
ど
の
専
門
家
の
監
修
を
受
け

な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
し
、
静
岡
県
内
の
関
係
各
所
に
配

布
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
、

２
月
９
日
発
行
の
静
岡
新
聞
の
記
事
「
生
理
に
知
識

と
思
い
や
り 

性
別
問
わ
ず
理
解
を 

常
葉
大
・
杉
山

さ
ん 

冊
子
作
成
」
や
３
月
８
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放

送
局
「
た
っ
ぷ
り
静
岡
」
の
特
集
「
生
理
の
貧
困 

継
続
的
な
支
援
を
」
に
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

杉
山
さ
ん
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
方
が
自
分
や
他
者
の
身
体
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
を
持
て
る
と
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。（
写
真

は
卒
業
制
作
展
の
杉
山
さ
ん
の
展
示
で
す
）

　

栗
田
淳
史
さ
ん
は
藤
枝
市
の
国
指
定
史
跡
「
志
太

郡
衙
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
目
的
で
、
造
形
学
部
４
年
次
の

卒
業
制
作
の
作
品
（
指
導
教
員
：
村
井
貴
）
と
し
て
、

藤
枝
市
郷
土
博
物
館
の
学
芸
員
の
監
修
を
受
け
な
が

ら
志
太
郡
衙
を
人
気
ゲ
ー
ム
「
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
」

で
再
現
す
る
活
動
を
進
め
ま
し
た
。
成
果
物
の
展
示

会
が
２
月
25
日
〜
３
月
27
日
の
日
程
で
志
太
郡
衙
資

料
館
に
て
開
か
れ
、
初
日
に
は
栗
田
さ
ん
に
よ
る
解

説
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
が
３
月

１
日
発
行
の
静
岡
新
聞
の
記
事
「
マ
イ
ク
ラ
で
志
太

郡
衙
跡
再
現 

常
葉
大
の
栗
田
さ
ん
」
や
３
月
21
日

放
送
の
テ
レ
ビ
静
岡
の
番
組
「
た
だ
い
ま
静
岡
」
に

て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
栗
田
さ
ん
の
活
動
に

よ
っ
て
、
志
太
郡
衙
の
認
知
度
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

高
ま
っ
て
い
く
と
ス
テ
キ
で
す
ね
。（
写
真
は
志
太

郡
衙
資
料
館
で
の
展
示
会
の
様
子
で
す
）

静
岡
県
熱
海
警
察
署
長
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈

日
韓
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
実
施

生
理
に
対
す
る
理
解
増
進

〜
令
和
３
年
度
卒
業
生
・
杉
山
弥
鈴
さ
ん
の
挑
戦
〜

藤
枝
市
の
国
指
定
史
跡
を
マ
イ
ク
ラ
で
再
現

〜
令
和
３
年
度
卒
業
生
・
栗
田
淳
史
さ
ん
の
挑
戦
〜

「
葵
区Move To Okushizu

」

　
　
　
　
　

活
動
報
告
会
で
発
表
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常葉大学　常葉大学短期大学部

　

４
月
１
日
、
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
ホ
ー
ル
に
て
、

新
入
生
歓
迎
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
友
会
が
中
心

と
な
り
実
施
し
た
こ
の
歓
迎
会
で
は
、
ク
ラ
ブ･

同
好

会
や
学
友
会
が
勧
誘
ブ
ー
ス
を
設
け
、
自
分
達
で
作
っ

た
チ
ラ
シ
を
使
っ
て
普
段
の
活
動
を
紹
介
し
た
り
成

果
物
を
披
露
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
入
生

の
勧
誘
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
勧
誘
ブ
ー
ス
を
３

か
所
以
上
回
る
と
参
加
賞
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
行
い
、
新
入
生
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

新
入
生
も
最
初
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
上

級
生
が
積
極
的
に
話
し
か
け
る
と
徐
々
に
打
ち
解
け

て
、
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
友
会
で
は
今
後
も
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
学
生
同
士
が
楽
し
く
交
流
で
き

る
よ
う
な
企
画
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
様
々
な
制
限
が
あ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

工
夫
を
し
な
が
ら
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
水
落
キ
ャ

ン
パ
ス
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

　

音
楽
科
主
催
に
よ
る
演
奏
会
が
各
種
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
ず
最
初
に
、
第
12
回
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会
が
、
２
月
５
日
（
東
部
公
演
・

長
泉
町
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
）
と
２
月
８
日
（
静
岡
公
演
・

静
岡
音
楽
館
A
O
I
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
選
抜
さ
れ
た
学
生
が
ソ
リ
ス
ト
も
立
派
に
務
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
専
攻
別
演
奏
会
（
ピ
ア
ノ
・
声
楽
・

作
編
曲
）
が
２
月
15
日
に
清
水
文
化
会
館
マ
リ
ナ
ー

ト
小
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
各
専
攻
の
学
生
た
ち

が
、
１
年
間
の
学
業
の
集
大
成
を
華
や
か
に
披
露
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
２
月
24
日
に
は
卒
業
演
奏
会
が
、

翌
25
日
に
は
修
了
演
奏
会
が
静
岡
音
楽
館
A
O
I
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
音
楽
科
・
専
攻
科
ど
ち
ら
も

成
績
優
秀
者
が
こ
れ
ま
で
の
学
業
の
集
大
成
を
披
露

い
た
し
ま
し
た
。ご
声
援
、ご
来
場
頂
き
ま
し
た
皆
様
、

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
主
催
演
奏
会
開
催
へ
の
ご

理
解
、
ご
尽
力
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
大
学
関
係

者
の
皆
様
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
11
日
か
ら
４

月
22
日
の
昼
休
み
に

ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の

新
入
生
歓
迎
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

４
月
11
日
〜
４
月

15
日
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
週
間
で
は
、
各

有
志
団
体
が
、
わ
ず

か
な
時
間
の
中
で
精

一
杯
魅
力
を
表
現
し
、

連
日
多
く
の
新
入
生

が
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
感
染
対
策
の
た
め

に
、
客
席
と
の
距
離
を
確
保
し
ま
し
た
が
、
会

場
で
の
一
体
感
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

４
月
18
日
〜
４
月
22
日
の
ビ
ラ
配
り
週
間
で

は
、
30
団
体
が
ビ
ラ
配
り
に
参
加
し
、
新
入
生

だ
け
で
な
く
２
、
３
年
生
が
ビ
ラ
を
受
け
取
っ

て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
９
日
、
学
友
会
の
企
画
に
よ
る
新
入
生

歓
迎
会
が
、
瀬
名
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
多
く
の
新
入
生
と
在
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。
メ
イ
ン
企
画
の
「
お
絵
描
き
リ
レ
ー
」

は
、
７
人
一
組
で
行
わ
れ
、
新
入
生
同
士
だ
け

で
な
く
先
輩
と
の
親
睦
も
深
め
ま
し
た
。
司
会

進
行
を
務
め
た
佐
久
間
学
友
会
副
会
長
か
ら

は
、
学
修
や
学
生
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

他
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
後
悔
の
な
い
学
生
生

活
を
し
よ
う
！
」
な
ど
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
新
入
生
の
新
生
活
を
勇
気

づ
け
る
だ
け
で
な
く
、
瀬
名
キ
ャ
ン
パ
ス
の
こ

ら
か
ら
の
歩
み
に
勢
い
を
つ
け
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

各
種
演
奏
会 

開
催

新
入
生
歓
迎
会
開
催

ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の

新
入
生
歓
迎
会
を
開
催

新
入
生
歓
迎
会
開
催

2022 4 5 20   242( 7)
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３
月
11
日
、
浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
が
中
心
と
な
り
、
浜

松
市
中
区
の
ア
ク
ト
通
り
で
「
3・11
復
光
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
風
化
防
止
、
被
災
地
の

継
続
的
支
援
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
追
悼
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
へ
の
関
心
強
化
の
４
つ
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
以
来
10
年
間
志
を
受
け
継
ぎ
、
今
年
度
も

実
行
委
員
が
現
地
で
の
支
援
活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
11
年
目
を
迎
え
る
今
年

は
、
東
日
本
大
震
災
で
学
ん
だ
教
訓
を
未
来
へ
連
れ
て
い
く
と

い
う
想
い
を
込
め
て
、
テ
ー
マ
を
「
連
（
つ
ら
な
る
）
〜
結
び

繋
ぐ
未
来
へ
の
灯
〜
」
と
し
ま
し
た
。
こ
の
文
字
に
は
「
つ
な

が
り
続
く
」「
結
び
つ
な
ぐ
」
と
い

う
意
味
の
他
に
「
仲
間
」
と
い
う
意

味
も
あ
り
、「
あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ

な
い
」
と
い
う
想
い
も
込
め
ら
れ
ま

し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
が
、
キ
ャ
ン

ド
ル
の
灯
を
通
し
て
東
北
へ
思
い
を

は
せ
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
考
え

る
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

１
月
10
日
に
サ
ー
ラ
音
楽
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「M

usic 
Festival

」
に
こ
ど
も
健
康
学
科
平
松
ゼ
ミ
とsun &

leaf

の

有
志
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
あ
つ
ま
れ
、お
ん
が
く
の
も
り
」

と
題
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
音
楽

ホ
ー
ル
に
あ
る
様
々
な
楽
器
を
手

に
、
子
ど
も
た
ち
と
大
学
生
で
音

楽
隊
と
な
っ
て
ホ
ー
ル
を
探
検
し

よ
う
と
い
う
企
画
で
す
。

　

今
回
の
経
験
は
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
学
生
に
と
っ
て
も
、

保
護
者
や
地
域
の
方
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
と
は
、
ま

た
音
楽
と
は
ど
の
様
な
も
の
か
を

考
え
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
鈴
木
ゼ
ミ
の
学
生
が
、
80
個
の
質
問
に
答
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
８
つ
の
職
種
の
適
性
度
を
判
定
す
る
「
適
職
診
断

シ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
当
ゼ
ミ
は
、
ふ
じ
の
く
に
地
域
・

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
助
成
を
受
け
、
日
本

経
済
新
聞
社
と
連
携
し

て
「
学
生
と
企
業
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
な
く
す
魅

力
的
な
就
職
活
動
の
あ

り
方
」
を
研
究
し
て
き

ま
し
た
。
完
成
し
た

シ
ー
ト
は
１
月
に
県
内

の
高
校
と
大
学
に
送
付

さ
れ
ま
し
た
。
自
己
分

析
や
進
路
選
択
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

「
3
・
11
復
光
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」開
催

経
営
学
部
の
学
生
が「
適
職
診
断
シ
ー
ト
」作
成

サ
ー
ラ
音
楽
ホ
ー
ル
と
の
連
携
事
業

「M
usic Festival

」に
参
加

常葉大学
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ス
タ
ッ
フ
一
同
、
患
者
様
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
て
、
患
者
様
の
希
望
を

聞
き
、
病
気
や
怪
我
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
診
療
科

目
は
整
形
外
科
と
一
般
内
科
で

す
。
受
付
時
間
は
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
８
時
30
分
か
ら
11
時

30
分
で
す
。
初
診
の
方
の
み
受

付
時
間
は
11
時
で
す
。
診
療
科

問
わ
ず
紹
介
状
は
不
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
５
３（
４
３
６
）１
３
０
４

　

３
月
９
日
、
10
日
、
３
年
生
の
修
学
旅
行
が
つ
い
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
初
日
は
清
水
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
へ
乗
っ
て
土
肥
金
山
へ
向
か

い
、
生
徒
は
出
だ
し
か
ら
大
興
奮
で
し
た
。
堂
ヶ
島
で
も
遊
覧
船
に

乗
り
絶
景
を
楽
し
み
、
た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
り
合
い
ま
し
た
。
２

日
目
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
使
い
、
日
本
平
と
久
能
山
東
照
宮
を
往
復

し
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
や
雄
大
な
景
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。
最
後
は

イ
チ
ゴ
狩
り
で
百
個
近
く
食
べ
た
生
徒
も
い
ま
す
。
本
来
予
定
し
て

い
た
北
陸
に
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
元
静
岡
の
素
晴
ら
し
い

場
所
に
大
好
き
な
仲
間
と
行
き
、
想
像
以
上
の
思
い
出
づ
く
り
が
で

き
ま
し
た
。

　

１
月
20
日
、
本
校
の
多
目

的
室
に
お
い
て
保
育
系
列
の

１
年
生
の
生
徒
が
オ
ペ
レ
ッ

タ
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

少
し
緊
張
し
て
い
る
様
子
で

し
た
が
、
衣
装
や
道
具
、
歌

や
ダ
ン
ス
な
ど
に
工
夫
を
し

て
お
り
、
鑑
賞
し
て
い
た
２

年
生
も
と
て
も
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
本

校
の
体
育
館
に
お

い
て
保
育
系
列
の

2
年
生
の
生
徒
が

ダ
ン
ス
発
表
会
を

行
い
ま
し
た
。
ど

の
グ
ル
ー
プ
も
園

児
向
け
の
踊
り
や

す
い
振
付
や
演
目

に
合
わ
せ
た
衣
装

な
ど
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。
1
年

生
も
鑑
賞
し
、
来

年
に
向
け
て
イ

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

せ
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
芸
術
選
択

の
生
徒
が
卒
業
制
作
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
校

内
に
展
示
し
、
生
徒
と

教
員
で
投
票
を
行
い
ま

し
た
。
写
真
は
優
秀
作

品
で
す
。
ど
の
作
品
も

作
品
毎
に
世
界
観
が
あ

り
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
作
り
こ
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
女
子
の
好
き
な

も
の
が
詰
ま
っ
た
作
品

や
今
に
も
動
き
出
し
そ

う
な
動
物
、
ど
こ
か
懐

か
し
い
風
景
等
い
つ
ま

で
も
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
し
た
。

３
年
生　

最
後
の
思
い
出
！ 

３
年　

卒
業
制
作

２
年
ダ
ン
ス
発
表

１
年
オ
ペ
レ
ッ
タ
発
表 

外
来
診
察
の
ご
案
内

常葉大学リハビリテーション病院



　

３
月
15
日
、
２
年
９
組
の
生

徒
18
人
と
モ
ン
ゴ
ル
の
23
番
学

校
の
生
徒
15
人
が
オ
ン
ラ
イ
ン

学
校
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
本

校
生
徒
が
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
静
岡
市
や
橘
高
校
の

紹
介
を
し
た
り
、
モ
ン
ゴ
ル
の

高
校
生
か
ら
は
、
国
や
学
校
、

高
校
生
活
を
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
り
し
ま
し
た
。
発
表
後
に
は

お
互
い
に
質
問
し
合
っ
た
り
、

イ
ン
ス
タ
の
交
換
を
し
た
り
し

て
、
世
界
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
の
学
校
と

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

普
通
科
２
年
生 

修
学
旅
行

修
学
旅
行

英
数
科
２
年
生 

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

12
月
13
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
岐
阜
・
長
野
・

山
梨
へ
、
普
通
科
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
２
泊
３

日
で
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
訪
れ
た
白
川
郷
で
は
、
伝
統
的
な
建

築
様
式
で
あ
る
合
掌
造
り
と
雄
大
な
自
然
が
織
り

な
す
田
園
風
景
の
な
か
で
穏
や
か
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
２
日
目
の
高
山
市
内
散
策
で
は
、
古

い
町
並
み
を
観
光
し
た
り
、
郷
土
料
理
の
五
平
餅

や
飛
騨
牛
の
肉
寿
司
な
ど
の
食
べ
歩
き
を
し
た
り

し
ま
し
た
。
散
策
の
途
中
粉
雪
も
降
り
出
し
、
雪

に
馴
染
み
が
な
い
静
岡
県
民
に
と
っ
て
喜
ば
し
い

サ
プ
ラ
イ
ズ
と
な
り
ま
し
た
。
善
光
寺
で
は
、
一

寸
先
も
見
え
な
い
暗
闇
の
中
を
進
み
、途
中
の「
極

楽
の
錠
前
」
を
探
る
戒
壇
巡
り
で
、
錠
前
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
人
は
仏
様
と
ご
縁
が
結
べ
た
と

喜
び
ま
し
た
。
最
終
日
の
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
で

は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
う
ま
く
適
応
し
、

と
て
も
有
意
義
な
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
静
岡

県
内
、
近
県
地
域
の
修
学
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
生
徒
た
ち
は
「
ど

こ
へ
い
く
か
よ
り
、
だ
れ
と
い
く
か
。」

こ
の
こ
と
を
重
視
し
て
と
て
も
良
い

旅
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
平
ホ
テ
ル
で
の
テ
ー
ブ
ル
マ

ナ
ー
講
座
や
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

か
ら
始
ま
り
、
伊
豆
方
面
を
巡
っ
た

旅
。
ふ
る
さ
と
静
岡
の
良
さ
を
再
発

見
し
、
３
年
間
共
に
過
ご
し
た
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
達
と
存
分
に
楽
し
ん
だ
修

学
旅
行
。
こ
の
思
い
出
を
大
切
に
し
、

今
度
は
橘
高
校
一
貫
生
と
し
て
頑

張
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
決
意
が
で
き

た
２
泊
３
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
英
数
科
２
年
生

を
対
象
に
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。
様
々
な
国
か
ら
の
留
学
生
と
共
に
、

多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
英
語
で
こ
な
し
ま
し

た
。「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
重
要
性
」「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
は
何
か
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
」「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
自
分
の
将
来
」
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、

議
論
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

考
え
が
深
ま
り
価
値
観
が
拡
が
っ
た
こ
と
に
加
え
、

自
分
の
考
え
を
英
語
で
相
手
に
伝
え
る
中
で
、「
間

違
え
て
も
い
い
の
で
、
ま
ず
は
話
そ
う
」
と
す
る

積
極
性
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
向
上
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
は
、
生
徒
た
ち
の
将
来
に
役
立
つ
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
I
S
A
社
に
よ

る
短
期
国
内
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
詳
し
い
説
明
は
、

下
の
Q
R
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

文
部
科
学
大
臣
・
総
務
大
臣
賞
を
受
賞

　

公
益
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
主
催
で
行
っ
た
明
る

い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
高
校
部
門
に
お
い
て
、
総

合
芸
術
コ
ー
ス
美
術
専
攻
谷
口
瑠
音
さ
ん
が
最
高
賞
の
文
部
科

学
大
臣
・
総
務
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

静
岡
県
で
は
初
の
受

賞
と
い
う
こ
と
で
、

静
岡
県
選
挙
管
理
委

員
会
の
方
々
が
お
見

え
に
な
り
、
授
賞
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

授
賞
式
で
は
谷
口
瑠

音
さ
ん
と
地
方
審
査

で
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
和

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

常葉大学附属橘中学校・高等学校
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４
月
20
日
、
高
校
１
年
生
に
は
新

入
生
ゼ
ミ
が
、
中
学
生
と
高
校
２
、

３
年
生
に
は
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
デ
イ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
の
ん
ほ
い
パ
ー

ク
」「
彫
刻
の
森
美
術
館
」「
淡
島
マ

リ
ン
パ
ー
ク
」「
三
島
大
社
」「
三
島

ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
」「
浜
松
動
物

園
」「
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」「
浜
名
湖

遊
覧
船
」「
韮
山
い
ち
ご
狩
り
」「
富

士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
」「
駿
府
匠

宿
」「
エ
ス
パ
ル
ス
ド
リ
ー
ム
プ
ラ

ザ
」「
山
梨
県
立
美
術
館
」「
昇
仙

峡
」「
横
浜
散
策
」「
な
が
し
ま
ス
パ
ー

ラ
ン
ド
」…

。
と
、
と
て
も
こ
こ
に

は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
楽
し
み
な
が
ら
、
ク
ラ
ス

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

２
月
22
日
か
ら
２
月
27
日
ま

で
、
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
科
の
卒

業
制
作
展
が
静
岡
市
民
文
化
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
影
響
か
ら
、
客
足
に
不
安
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
は

近
年
に
な
い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り

で
あ
り
、
生
徒
た
ち
の
３
年
間

の
集
大
成
を
、
お
客
様
に
じ
っ

く
り
と
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

３
月
29
日
、「
第
６
回
菊
川
市
高
校
生
ま
ち

づ
く
り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
菊
川
高
校
で
は
「
み
ら
い

学
講
座
」
と
い
う
学
校
独
自
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
１
年
間
の
ま
と
め

と
し
て
、
生
徒
が
考
え
る
菊
川
市
の
課
題
と

改
善
策
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
い
ま
す
。
例
年
１

月
に
行
っ
て
い
る
大
会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
か
ら
大
幅

に
延
期
さ
れ
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
も
市
役
所
と
菊
川
高
校
、
小
笠
高
校
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

市
職
員
や
来
賓
、
学
校
関
係
者
な
ど
お
よ
そ

50
人
に
対
し
、
各
チ
ー
ム
が
考
え
る
菊
川
市

の
課
題
と
改
善
策
を
、
グ
ラ
フ
や
図
を
用
い

て
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
、
中
学
生
の
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
１
年
生
は
「
せ
ん
が
ま
ち
棚
田
倶
楽
部
」

の
方
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
田
起
こ
し
体
験
を

し
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
大
自
然

の
中
で
、絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
て
い
る
希
少
な「
ニ

ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
」
に
出
会
う
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
２
年
生
は
「
明
治
な
る
ほ
ど
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

東
海
」
へ
行
き
ま
し
た
。
様
々
な
職
業
の
方
に
お

話
を
聞
く
「
未
来
授
業
」
な
ど
、
職
業
に
つ
い
て

学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
集
大
成
と
し
て
、
工
場
見

学
を
し
、
実
際
に
働
く
現
場
で
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。 

３
年
生
は
「
浜
名
湖
パ
ル
パ
ル
」
へ
行
き
、

絶
叫
系
コ
ー
ス
タ
ー
、
急
流
す
べ
り
、
ゴ
ー
カ
ー

ト
、
空
中
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
思
い
切
り
楽
し
み
ま
し
た
。
中
学
最

後
の
行
事
が
行
わ
れ
た
１
日
を
と
も
に
過
ご
し
、

互
い
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

美
術
・
デ
ザ
イ
ン
科
卒
業
制
作
展

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
デ
イ

第
６
回
菊
川
市
高
校
生
ま
ち
づ
く
り

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会 

体
験
学
習

Ｔ
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

２
年
生
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間

で
、
１
年
間
を
か
け
て
、
13
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
分
か
れ
て
地
域
に
あ
る
15
施

設
に
協
力
し
て
頂
き
、
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
各
施
設
の

事
業
内
容
を
学
び
、
自
分
た
ち
で
も

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
企
画
し
た
内

容
を
実
践
や
発
表
な
ど
を
し
ま
し
た
。

活
動
を
通
し
て
、
生
徒
達
は
情
報
収

集
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力
・
貢
献
す
る
心
・

協
働
す
る
心
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

T
P
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

は
、
本
誌
特
集
「
橘
の
新
し
い
学
び
」

（
P
2
）
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

常葉大学附属菊川中学校・高等学校
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常葉大学教育学部附属橘小学校
　

３
月
７
日
に
６
年
生
を
送
る
会
を
行
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
学
年
か
ら
の
素
敵
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
動
画
が

届
き
ま
し
た
。
ど
の
学
年
も
工
夫
さ
れ
、感
謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

５
年
生
が
主
体
と
な
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
歌
を
考
え
、
各
学
年
が
力
を
合
わ
せ

て
作
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
を
相
棒
の
１
年
生
か
ら
も
ら
っ
た
６
年
生
は
大
変

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
今
年
１
年
間
、
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
く
れ

た
６
年
生
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
、
心
温
ま
る
会
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
６
年
生
！

　

３
月
４
日
に

卒
業
遠
足
と
し

て
、
日
本
平
動

物
園
と
久
能
山

東
照
宮
を
訪
問

し
、
い
ち
ご
狩

り
に
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。
苺

も
お
い
し
く
、

多
い
子
は
百
個

も
食
べ
た
そ
う

で
す
。
友
達
と

自
由
に
行
動
す

る
こ
と
が
で
き

て
、
素
敵
な
思

い
出
が
ま
た
一

つ
加
わ
り
ま
し

た
。

　

１
月
29
日
、
第
30

回
静
岡
県
私
学
初
等

教
育
研
修
会
が
本
校

で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
来
な
ら
ば
、

県
内
の
私
立
小
学
校

の
先
生
方
が
来
校
さ

れ
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
影
響
の
た
め
、
授

業
を
収
録
し
て
、
そ

れ
を
視
聴
し
て
い
た

だ
く
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。
ど
の
児
童

も
今
ま
で
習
っ
た
こ

と
を
活
か
し
て
多
く

の
発
表
を
す
る
こ
と

が
で
ま
し
た
。
詳
し

い
こ
と
や
当
日
の
写

真
は
本
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ

さ
い
。

６
年
生
、今
ま
で
あ
り
が
と
う

６
年
生
、今
ま
で
あ
り
が
と
う

最
後
の
遠
足
【
６
年
生
】

最
後
の
遠
足
【
６
年
生
】

第
30
回
静
岡
県
私
学
初
等
教
育
研
修
会

第
30
回
静
岡
県
私
学
初
等
教
育
研
修
会
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常葉大学附属とこは幼稚園・たちばな幼稚園幼保連携型認定こども園
　
「
い
っ
て
き
ま
ー
す
！
！
」
元
気
な

声
が
園
庭
に
響
き
渡
る
３
月
９
日
、

３
，４
歳
児
は
日
本
平
動
物
園
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
ど
ん
な
動
物
に
会
え

る
か
な
？
」
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
子
ど
も
達
は
、
わ
く
わ
く
な

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
動
物
園

に
到
着
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物

を
じ
っ
く
り
観
察
・
・
・
。
背
伸
び
を

し
な
が
ら
一
生
懸
命
見
よ
う
と
す
る

姿
は
と
て
も
可
愛
ら
し
い
で
す
。「
手

だ
け
黄
色
だ
ね
」「
土
と
同
じ
色
を
し

て
い
る
ね
」
と
動
物
園
で
は
新
し
い

発
見
が
た
く
さ
ん
！
動
物
た
ち
の
体

や
動
き
を
よ
く
見
て
、
些
細
な
こ
と

に
も
気
づ
け
る
子
ど
も
達
の
観
察
力

は
さ
す
が
で
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
で

は
「
楽
し
か
っ
た
ね
」「
ま
た
行
こ
う

ね
」
と
話
す
子
や
疲
れ
て
眠
っ
て
い

る
子
も
。
た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち
に

夢
中
な
楽
し
い
一
日
で
し
た
！

　

３
月
２
日
、
久
能
山
東
照
宮
へ
卒
園
遠
足
に
行
き
ま

し
た
。

　

卒
園
遠
足
に
行
く
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
と
「
久

能
山
東
照
宮
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」「
東
照
宮
に
は
何

が
あ
る
か
な
？
」
と
興
味
を
持
っ
て
調
べ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
東
照
宮
へ
向
か
う
階
段
の
段
数
は
１
１
５
９
段

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
！
太
陽
の
光
が
反
射
し
て
「
海
が
キ
ラ

キ
ラ
し
て
い
る
ね
！
」
と
目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち
。

階
段
を
登
り
始
め
る
と
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
１
．２
．．３
．．．」

と
数
え
た
り
、「
今
何
段
目
だ
っ
け
？
」「
◯
◯
段
だ
よ
」

と
教
え
た
り
す
る
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
汗
を
流
し
、

友
達
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
１
１
５
９
段
を
登
り
切

り
、「
着
い
た
ー
！
」
と
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
東

照
宮
で
参
拝
を
し
、
司
馬
温
公
の
瓶
割
や
徳
川
家
康
公

の
墓
等
を
見
て
、「
あ
！
こ
れ
絵
本
で
見
た
！
」
と
調
べ

た
場
所
を
実
際
に
目
に
出
来
た
事
で
、
感
動
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
景
色
に
釘
付

け
♪
夢
テ
ラ
ス
の
芝
生
広
場
で
最
後
の
お
弁
当
を
楽
し

み
、
思
い
出
に
残
る
と
っ
て
も
楽
し
い
１
日
で
し
た
♪

『とこは幼稚園 
ダイアリー』

園児たちの様子はこちらで。

ブログ
『たちばな幼稚園 
園生活の様子』

園児たちの様子はこちらで。
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＊詳細は各校HPをご覧ください（Web申し込みが必要です）。
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